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≪計量管理・見学会の概要≫ 

令和 7 年 2月 2 月 12 日に行われました見学会について報告いたします。

コロナ禍となり見学会はしばらく中止しておりましたが、5 年ぶりに見学会を再開する事となりました。

今年度の見学会は、部会員会社 15 事業所 17 名の参加を頂き 1 日の工程で行いました。

見学先は茨城県水戸市の吉久保酒造株式会社です。

2 月 12 日集合場所の千葉駅前の京葉銀行本店前を 9 時に出発、途中事故渋滞の為、予定時間に間に合わ

ず、予定を変更、見学と昼食の順番を入れ替えましたが、それ以外は問題なく見学会を実施できました。
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■昼食（春日ホテル） 

 昼食は春日ホテルにて、あんこう鍋定食を頂きました。 

 あんこう鍋は美味しく大変好評でした。 

 

 

 

 

 
 
■見学（茨城県水戸市 吉久保酒造株式会社） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お酒ができるまで 
  1.精米（せいまい） 
   酒造専用に厳選された玄米を、ふだん私たちが食べているご飯粒の半分ほどの大きさになるまで 

磨きます。 
  2.蒸米（むしまし） 
   洗米し、十分水を吸わせてから蒸気で蒸します。 
  3.酒母（しゅぼ） 
   酒母タンクで力の強い酵母（ブドウ糖分を食べてアルコールを造る菌）を培養します。 
  4.製菊（せいきく） 
   麹室で蒸米に種麹をかけ、麹をつくる。 
  5.もろみ 
   発酵タンクで低温で 20～25 日間、麹による糖化と酵母によるアルコール発酵をさせる 
  6.上槽（しぼり） 
   圧搾機でもろみをしぼり、酒と酒粕にわける。 
  7.濾過（ろか） 
   オリを濾過してきれいにする。 
  8.火入れ（ひいれ） 
   60～65℃に加熱殺菌して、酵母の働きをとめる。 
  9.貯蔵（ちょぞう） 
   低温で一定期間熟成させる。 
  10.びん詰（びんづめ） 
   種類別に酒質を整え殺菌を行い、ラベルを貼り製品になります。 

製品の最終確認は人の目による確認を実施している。 
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・今回大吟醸仕込中との事で、精米と瓶詰以外は、工場の中に入っての見学はできませんでしたが、 

外から製造方法の説明を受けました。 

 

・吉久保酒造の強みは社員の杜氏がいる事で、会社の方針に沿ったお酒の開発ができている、 

 最近果実酒にも力を入れ、梅酒は全国梅酒品評会 2017 年最高金賞受賞した。 

 

・吉久保酒造の純米大吟醸は、ロサンゼルス-ドジャースの本拠地であるドジャースタジアム VIP ルームで

提供されているそうです。 

 
 
 
<<理事会だより>> 
 

1）関東甲信越計量団体連絡協議会 千葉大会 2024 開催されました。 
期 日 令和 6 年 10 月 24 日（木）～25 日（金）  

   会 場 成田市 アートホテル成田 
 

2）計量管理功労者の推薦依頼について 令和 6 年 12 月 20 日（金）まで 
   受付は終了いたしました、ご協力ありがとうございました。 
 
3）ポスター・標語募集について    令和 7 年 1 月 15 日（水）まで 
   受付は終了いたしました、ご協力ありがとうございました。 
 

  4）計量管理実施状況調査書について  令和 7 年 1 月 15 日（水）まで 
   受付は終了いたしました、ご協力ありがとうございました。 

 
 5）計量管理見学会 5 年ぶりに開催されました。 

期  日  令和 7 年 2 月 12 日（水） 
   場  所  茨城県水戸市の吉久保酒造株式会社 
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　１．あなたの業種は？　該当する番号を○で囲ってください。

1 6 11

2 7 12

3 8 13

4 9 14

5 10 15

16

　２．あなたの所属は？　該当する番号を○で囲ってください。

1 5 9

2 6 10

3 7

4 8

【複数回答有】

　３．見学場所について　該当する者に○印を記入してください。

　４．スケジュールについて　該当するものに○を記入してください。

　５．研修・見学会で気付いた点や感想がありましたらご記入ください。

　６．今後の研修・見学会に希望する事がありましたらご記入ください。

・計量管理に関わるレクチャーのある事業所への訪問希望
・会員減少対策として協会の魅力が発信できるようなイベントを企画していって頂ければありがたい
・そばうちなどの体験型イベントを希望

・久しぶりに楽しい時間を過ごしました。ありがとうございました。今後も継続をして下さい（他、同意見多数）
・参加された関連会社さんとの交流が有意義であった（他、同意見多数）
・見学会の内容は良かったが、後ろのほうにいた為、声が聞こえなかった。
・途中の交通状況もあったが迅速に対応頂きありがとうございました（他、同意見多数）
・酒造見られず残念だった
・遠方だとコンテンツの充実が難しいと感じた

その他ご意見があればご記入ください長い短い良い

　見学時間 16 0 1

　集合時間 17 0 0

良い 早い 遅い その他ご意見があればご記入ください

吉久保酒造株式会社 9 8 0 計装技術介入の可能性を感じた

計量関係…2 施設管理関係…8

大変
良かった

良かった 普通 その他ご意見があればご記入ください

電気関係…5 総務関係 その他…1

計装関係…10 技術管理関係

ゴム製品製造業 電気機器製造業 その他製造業…1

その他…3

品質管理関係…1 製造関係 営業関係…5

化学製品製造業…3 非鉄金属製造業 販売業

石油製品製造業…4 金属製品製造業 メンテナンス業…3

繊維工業 鉄鋼業 精密機械器具製造業…2

令和６年度　（一社）千葉県計量協会　計量管理部会　見学会アンケート

令和7年2月12日実施

食料品製造業 窯業土石製品製造業 一般機械器具製造業

　この度は見学会に参加頂きありがとうございました。次回以降の参考とさせて頂く為、
以下の設問について御解答をお願い致します。



今日も挑み続ける

古河電工グループは、
「メタル」「ポリマー」「フォトニクス」「高周波」の
4 つのコア技術をベースに、絶え間ない技術革新により、
持続可能な世界の実現に貢献し続けることで、
社会課題解決になくてはならない企業グループとなることを
目指しています。
古河電工の挑戦にご期待ください。

情報通信ソリューション、エネルギーインフラ、 自動車部品・電池、電装エレクトロニクス材料、機能製品








